
総
務
常
任
委
員
会
は
３
月

８
日
に
委
員
会
を
開
会
し
、

付
託
さ
れ
た
議
案
８
件
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

彰
に
該
当
す
る
規
定
と
し
て
、

公
益
事
業
に
尽
力
さ
れ
た
方
、

１
０
０
万
円
相
当
額
以
上
の

寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
、
一

般
市
民
の
規
範
と
な
る
善
行

を
さ
れ
た
方
な
ど
が
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
市
政
に
功
績
の
あ

っ
た
方
に
表
彰
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

◆
財
産
取
得
の
変
更

【
賛
成
全
員

可
決
】

地
域
防
災
無
線
デ
ジ
タ
ル

化
事
業
に
つ
い
て
、
新
た
に

市
内

施
設
へ
無
線
機
の
設

置
等
を
行
う
た
め
契
約
変
更

を
行
う
も
の
。

◆
情
報
公
開
条
例
の
一
部
改

正

【
賛
成
全
員

可
決
】

情
報
公
開
の
対
象
と
な
る

公
文
書
に
電
磁
的
記
録
を
加

え
る
も
の
。

情
報
公
開
の
請
求
件

数
は
。
ま
た
、
請
求
が
あ
っ

た
も
の
の
う
ち
非
開
示
等
と

な
っ
た
も
の
は
。

総
務
室
課
長

平
成

年

度
は

件
の
請
求
が
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
全
部
開
示
は
９
件
、

一
部
開
示
は

件
、
文
書
不

存
在
は
２
件
で
あ
る
。

市
に
ど
う
い
っ
た
文

書
が
あ
る
の
か
パ
ソ
コ
ン
で

一
覧
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

す
べ
き
で
は
。

総
務
室
課
長

文
書
目
録

等
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
、
市
民
に
分
か
り
や
す

い
状
況
で
提
供
す
る
こ
と
を

視
野
に
検
討
し
た
い
。

◆
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
賛
成
多
数

可
決
】

近
隣
市
町
と
比
べ
本

市
だ
け
が
安
い
手
当
も
あ
る

の
で
、
手
当
全
体
を
見
直
し
、

値
上
げ
の
方
向
に
つ
い
て
も

検
討
す
べ
き
で
は
。

総
務
部
長

近
隣
の
状
況

を
踏
ま
え
今
後
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

◆
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
及
び
市
町
村

職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の

変
更

【
賛
成
全
員

可
決
】

議
案
審
査�

◆
表
彰
条
例
の
一
部
改
正

【
賛
成
全
員

可
決
】

行
政
功
労
者
表
彰
の
廃
止

な
ど
表
彰
種
別
の
見
直
し
を

行
う
も
の
。

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
市

に
貢
献
し
て
い
る
人
が
い
る
。

そ
う
い
っ
た
方
々
に
対
す
る

表
彰
は
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
公
室
課
長

善
行
表

総

務

総

務

◆
南
部
都
市
広
域
行
政
圏
推

進
協
議
会
の
廃
止

【
賛
成
全
員

可
決
】

廃
止
後
も
協
議
会
の

機
能
は
残
す
べ
き
で
は
。

企
画
管
理
課
長

国
の
方

針
に
よ
り
協
議
会
を
廃
止
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

担
当
課
長
レ
ベ
ル
の
協
議
会

を
設
け
、
情
報
交
換
、
研
究

な
ど
具
体
的
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
。

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

【
賛
成
全
員

可
決
】

国
民
健
康
保
険
税
介
護
納

付
金
分
の
税
率
を
所
得
割
税

率
１
０
０
分
の
１．
９
、
均

等
割
８
８
０
０
円
、
平
等
割

４
９
０
０
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引

き
下
げ
る
も
の
。

こ
の
特
例
交
付
金
は

防災京田辺統制台（市防災無線室）

閉
会
中
の
委
員
会
審
査�

総

務

総
務
常
任
委
員
会
は
２
月

５
日
に
委
員
会
を
開
会
し
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ

て
い
た
発
議
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

発
議
審
査

◆
都
市
計
画
条
例
の
一
部
改

正

【
賛
成
少
数

否
決
】

都
市
計
画
税
率
を
０．

％
か
ら
０．
２
％
へ
引
き
下

げ
、
住
民
生
活
の
安
定
と
納

税
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め

提
案
す
る
も
の
。

本
市
は
ま
だ
新
田
辺

草
内
線
、
防
賀
川
公
園
の
一

部
な
ど
未
実
施
の
事
業
が
残

っ
て
い
る
。
ま
だ
投
資
が
必

要
と
思
う
が
ど
う
か
。

提
案
議
員

残
っ
て
い
る

事
業
が
あ
る
の
は
確
か
で
あ

る
。
認
識
の
問
題
だ
が
、
全

体
の
状
況
を
み
れ
ば
終
結
に

近
づ
い
て
い
る
と
考
え
る
。

改
正
案
ど
お
り
税
率

を
引
き
下
げ
る
と
、
税
収
面

で
ど
う
い
っ
た
影
響
が
あ
る

か
。企

画
管
理
課
長

年
度

決
算
と

年
度
予
算
ベ
ー
ス

で
比
較
し
て
、
約
４
億
８
０

０
０
万
円
の
税
収
減
と
な
っ

て
お
り
、
さ
ら
に
都
市
計
画

税
が
減
収
と
な
る
と
、
財
政

的
に
非
常
に
厳
し
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

税
率
０．

％
か
ら

０．
２
％
へ
の
引
き
下
げ
を

提
案
さ
れ
た
根
拠
は
。

提
案
議
員

今
後
の
都
市

整
備
に
必
要
な
財
源
と
、
近

隣
市
町
村
の
税
率
を
比
較
し

て
、
中
程
度
の
０．
２
％
と

し
た
。

税
率
見
直
し
の
時
期

は
い
つ
頃
と
考
え
て
い
る
の

か
。副

市
長

市
民
の
意
向
も

考
慮
し
な
が
ら
、
長
期
的
な

ス
パ
ン
で
考
え
て
い
き
た
い
。

請
願
審
査

文
教
福
祉

◆
教
育
格
差
を
な
く
し
、
子

ど
も
た
ち
に
ゆ
き
と
ど
い
た

教
育
を
求
め
る
請
願

【
賛
成
少
数

不
採
択
】

ど
の
子
ど
も
に
も
学

習
意
欲
が
わ
く
よ
う
な
学
級

編
成
を
し
て
い
く
べ
き
だ
と

考
え
る
。
来
年
度
の
学
級
編

成
に
向
け
た
考
え
は
。

教
育
指
導
監

各
学
校
の

教
育
方
針
、
指
導
方
針
を
十

分
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
少
人
数

学
級
編
成
も
積
極
的
に
推
進

し
な
が
ら
、
市
全
体
と
し
て

基
礎
学
力
の
充
実
向
上
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

学
校
給
食
の
食
器
の

補
充
、
入
れ
替
え
の
計
画
は
。

学
校
教
育
課
指
導
主
幹

民
間
委
託
実
施
校
６
校
に
お

い
て
、
今
後
３
年
間
で
２
校

ず
つ
食
器
の
改
善
を
順
次
行

う
予
定
で
あ
る
。

小
中
学
校
の
特
別
室

に
お
け
る
エ
ア
コ
ン
設
置
の

計
画
は
。

教
育
総
務
室
課
長

良
好

な
教
育
環
境
を
整
備
す
る
必

要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
全

体
と
し
て
ど
う
整
備
し
て
い

く
か
検
討
中
で
あ
る
。

緊
急
雇
用
対
策
で
図

書
館
に
職
員
の
配
置
を
行
っ

た
が
、
効
果
と
課
題
は
。

学
校
教
育
課
長

午
前

時
か
ら
午
後
２
時

分
ま
で

職
員
を
配
置
し
た
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
本
に
親
し
め

る
時
間
が
拡
大
し
た
と
い
う

効
果
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
司

書
資
格
を
持
っ
た
職
員
で
は

な
い
の
で
、
専
門
的
な
意
見
、

協
議
を
行
え
て
い
な
い
こ
と

が
課
題
で
あ
る
。

２
年
間
の
特
例
措
置
だ
が
、

国
保
の
運
営
状
況
に
よ
っ
て

は
税
率
を
元
へ
戻
す
こ
と
に

な
る
の
か
。

国
保
医
療
課
長

今
回
の

引
き
下
げ
は
あ
く
ま
で
特
例

交
付
金
を
前
提
に
算
定
し
た

も
の
で
あ
る
。
翌
年
度
以
降
、

保
険
税
を
引
き
上
げ
る
方
向

で
検
討
す
る
こ
と
も
あ
り
得

る
。

◆
城
南
市
町
村
税
滞
納
整
理

組
合
歳
入
歳
出
決
算
認
定

【
賛
成
全
員

認
定
】

建

設

経

済

建

設

経

済

議
案
審
査�

建
設
経
済
常
任
委
員
会
は

３
月
９
日
に
委
員
会
を
開
会

し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
３
件

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

◆
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改

正

【
賛
成
全
員

可
決
】

本
市
の
都
市
公
園
と
し
て
、

大
住
大
欠
地
内
に
お
け
る
民

間
の
住
宅
開
発
に
と
も
な
い

新
設
さ
れ
た
大
住
平
谷
公
園

を
追
加
す
る
も
の
。

◆
農
業
共
済
推
進
事
業
基
金

条
例
の
廃
止

【
賛
成
全
員

可
決
】

本
基
金
は
、
昭
和

年
、

南
部
地
域
農
業
共
済
組
合
設

立
に
あ
た
り
、
負
担
金
と
し

て
農
家
出
資
に
よ
る
保
険
準

備
金
を
充
て
た
と
こ
ろ
、
残

余
金
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
設

置
し
た
も
の
。

本
基
金
を
財
源
と
し
て
全

農
家
住
宅
を
対
象
に
南
部
共

文

教

福

祉

文

教

福

祉

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
は

２
月
９
日
に
委
員
会
を
開
会

し
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
た
請
願
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
は

３
月

日
に
委
員
会
を
開
会

し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
１
件

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

議
案
審
査�

◆
子
育
て
支
援
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正

【
賛
成
全
員

可
決
】

子
育
て
支
援
医
療
費
の
助

成
対
象
者
を
拡
大
す
る
も
の
。

改
正
の
内
容
は
、
入
院
に
つ

い
て
は
現
在
対
象
と
し
て
い

る
小
学
生
ま
で
を
中
学
生
ま

で
に
拡
大
し
、
入
院
外
に
つ

い
て
は
現
在
対
象
と
し
て
い

る
就
学
前
ま
で
を
小
学
３
年

生
ま
で
に
拡
大
す
る
も
の
。

助
成
の
範
囲
を
小
学

３
年
生
ま
で
拡
大
す
る
の
と

小
学
校
卒
業
ま
で
拡
大
す
る

の
で
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
金

額
的
な
差
が
あ
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長

小
学
校

卒
業
ま
で
さ
ら
に
拡
大
し
て

助
成
を
行
う
と
、
事
務
費
を

除
い
て
４
３
０
０
万
円
か
ら

４
４
０
０
万
円
程
度
が
さ
ら

に
必
要
と
な
る
。

子
ど
も
の
命
や
健
康

を
第
一
に
考
え
れ
ば
、
医
療

費
助
成
の
よ
り
一
層
の
充
実

が
求
め
ら
れ
る
が
、
市
の
考

え
は
。

副
市
長

時
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
、

健
康
の
保
持
が
重
要
な
課
題

だ
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
も

引
き
続
き
議
論
を
深
め
て
い

く
。

収
入
の
多
寡
に
関
わ

ら
ず
一
律
に
助
成
す
る
の
で

は
不
公
平
が
生
じ
る
。
今
後

の
検
討
課
題
と
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

副
市
長

医
療
費
に
関
し

て
所
得
制
限
を
持
ち
込
む
考

え
は
な
い
。
し
か
し
、
医
療

全
体
と
し
て
で
き
る
だ
け
公

平
性
が
保
て
る
施
策
を
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
考
え
て
い
る
。

母子保健に関する手続きの様子
（こども福祉課）

大住に新設された公園

済
の
火
災
保
険
に
加
入
し
て

き
た
と
こ
ろ
、
近
年
、
農
家

用
住
宅
の
火
災
保
険
へ
の
加

入
の
増
加
に
よ
り
、
事
業
の

必
要
性
が
希
薄
化
し
、
ま
た
、

基
金
残
高
が
少
額
と
な
り
、

事
業
が
継
続
で
き
な
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
本
基
金
を
廃

止
す
る
も
の
。

基
金
の
総
額
は
い
く

ら
か
。

農
政
課
長

組
合
設
立
に

あ
た
り
農
家
の
方
に
出
資
し

て
い
た
だ
い
た
特
別
積
立
金

の
う
ち
、
残
余
金
で
あ
る
９

６
３
万
３
０
０
０
円
を
農
業

共
済
推
進
事
業
基
金
と
し
て

運
営
し
て
い
る
。

対
象
農
家
戸
数
は
。

農
政
課
長

基
金
設
置
当

時
、
旧
田
辺
町
が
実
施
し
て

い
た
農
業
共
済
事
業
の
組
合

員
で
あ
っ
た
約
１
４
０
０
戸

が
対
象
で
あ
っ
た
。
現
在
の

対
象
戸
数
は
１
３
９
３
戸
で

あ
る
。

こ
れ
ま
で
保
険
金
を

支
払
っ
た
件
数
は
。

農
政
課
長

平
成
元
年
と

年
に
各
１
件
支
払
い
を
行

っ
て
い
る
。年

度
分
は
保
険
金

が
か
か
っ
て
い
る
が
、
次
年

度
か
ら
は
廃
止
す
れ
ば
な
く

な
る
。
農
家
の
方
に
は
そ
の

こ
と
を
ど
う
い
う
形
で
お
知

ら
せ
す
る
の
か
。

農
政
課
長

農
家
組
合
を

通
じ
て
、
回
覧
等
で
周
知
徹

底
し
た
い
。

◆
道
路
線
の
認
定

【
賛
成
全
員

可
決
】

大
住
大
欠
地
内
に
お
け
る

住
宅
開
発
に
と
も
な
い
新
設

さ
れ
た
道
路
に
つ
い
て
、
市

道
認
定
す
る
も
の
。

議
案
に
路
線
の
起
点

と
終
点
だ
け
を
載
せ
る
の
で

は
な
く
、
道
路
の
幅
員
と
延

長
も
示
し
た
方
が
資
料
と
し

て
分
か
り
や
す
い
の
で
は
な

い
か
。

建
設
部
長

参
考
資
料
を

添
付
す
る
な
ど
し
て
、
分
か

り
や
す
く
な
る
よ
う
工
夫
し

て
い
き
た
い
。

年（平成 年） 月 日


